
あ
か
し
あ
通
り
の
街
路
樹
は
ハ
リ

エ
ン
ジ
ュ
（
別
名
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
）

で
す
。
情
報
が
国
際
化
し
て
い
る
今

日
、
現
在
の
通
り
の
愛
称
は
、「
高

品
質
な
ま
ち
」
の
創
造
を
目
指
す
小

平
市
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
名
前
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
長
へ
の

手
紙
で
こ
の
愛
称
を
改
め
る
よ
う
に

提
案
し
、
担
当
課
と
も
折
衝
し
た
結

果
、
愛
称
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
樹
名
板
を
取
り
つ
け
る
こ
と

及
び
市
報
で
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
と
ア
カ

シ
ア
の
違
い
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
、
街
路
樹
の
正
し
い
名
前
を
知

ら
せ
る
こ
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
市
内
の
公
園
に

は
ア
カ
シ
ア
の
木
は
見
当
た
ら
な
い

の
で
、
市
民
が
あ
か
し
あ
通
り
の
街

路
樹
が
ア
カ
シ
ア
で
は
な
く
ニ
セ
ア

カ
シ
ア
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
、

平成１４年（２００２年）７月２８日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り　　８

請
願
請
願 

陳
情
陳
情 
請
願 

陳
情 

6
月
定
例
会
で
は
、
請
願
1
件
を
新
た
に
受
理
し
、
継
続
審
査
分
の
請
願
4

件
と
あ
わ
せ
て
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
3
件
を
採
択
し
、
2
件
を
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
分
の
陳
情
16
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
1
件
を
採
択
し
、
4
件
の
取
り
下
げ
を
承
認
、
11
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
受
理
し
た
陳
情
1
件
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
及
び
執
行
機

関
に
陳
情
書
の
写
し
を
配
付
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願
・
陳
情
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
意
見
書
の
提

出
を
伴
う
請
願
2
件
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
欄
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ア

カ

シ

ア

の

木

を

植

え

る

こ

と

（請願）

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
小
平
小
川
東
町

店
は
、
府
中
街
道
と
青
梅
街
道
の
交

差
す
る
東
村
山
市
寄
り
に
あ
る
旧
住

宅
公
園
跡
地
に
出
店
を
予
定
し
、
住

民
へ
の
説
明
も
な
い
ま
ま
に
工
事
着

工
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
住
民
の
強

い
要
望
に
よ
り
工
事
着
工
は
一
時
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧
住

宅
公
園
跡
地
か
い
わ
い
は
、
細
い
生

活
道
路
が
ほ
と
ん
ど
で
、
当
地
区
の

保
育
園
児
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

そ
の
他
一
般
住
民
が
、
小
平
小
川
東

町
店
出
入
り
に
よ
る
交
通
問
題
や
排

気
ガ
ス
公
害
、
教
育
上
問
題
の
あ
る

商
品
の
扱
い
に
よ
る
影
響
、
深
夜
営

業
に
よ
る
騒
音
、
不
衛
生
、
安
眠
妨

害
等
生
活
環
境
の
破
壊
を
ま
と
も
に

受
け
る
の
は
必
至
で
す
。

本
物
の
ア
カ
シ
ア
は
ど
ん
な
木
な
の

か
を
実
地
に
見
て
確
か
め
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
を
含
む
多
く

の
市
民
が
ア
カ
シ
ア
を
身
近
に
見
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
本
物

の
ア
カ
シ
ア
（
マ
メ
科
ア
カ
シ
ア
属

の
フ
サ
ア
カ
シ
ア
（
別
名
ミ
モ
ザ
）

や
ギ
ン
ヨ
ウ
ア
カ
シ
ア
な
ど
）
を
市

内
の
公
有
地
に
植
え
る
よ
う
、
以
下

の
事
項
に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

１
　
ア
カ
シ
ア
の
木
を
市
内
の
公
園

な
ど
に
、
名
札
を
つ
け
て
植
え
て
く

だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
鈴
木
町
二
丁
目
　

代
表
　
縄
田
喜
治
　
外
591
人

以
上
の
理
由
に
よ
り
次
の
事
項
に

つ
い
て
陳
情
い
た
し
ま
す
。

1

小
平
市
は
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
に

対
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
指
導

ま
た
は
働
き
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（1）
道
路
の
混
雑
緩
和
と
生
活
道
路

を
守
る
た
め
の
具
体
策
を
住
民
と
の

協
議
を
踏
ま
え
て
実
行
す
る
こ
と
。

（2）
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
安
眠
で
き

る
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
深
夜
営

業
に
よ
る
弊
害
を
生
じ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

（3）
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、

風
紀
を
悪
く
す
る
よ
う
な
商
品
の
扱

い
に
配
慮
す
る
こ
と
。

陳
情
者
　
小
平
市
小
川
東
町
一
丁
目

小
川
地
区
環
境
を
守
る
会
　
代
表
　

岩
間
知
生
　
外
3
千
3
百
13
人

鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
は
、
北
方

四
島
に
対
す
る
支
援
事
業
の
私
物
化

問
題
や
、
我
が
国
の
北
方
領
土
返
還

政
策
を
ね
じ
曲
げ
た
問
題
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

（
政
府
開
発
援
助
）
を
め
ぐ
る
疑
惑

日
本
の
医
療
現
場
で
は
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
や
医
療
技
術
の
向
上
、
労
働

環
境
改
善
等
の
た
め
に
、
准
看
護
師

と
看
護
師
の
制
度
一
本
化
が
長
い
間

の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成

11
年
4
月
、
厚
生
省
の
准
看
護
婦
の

移
行
教
育
に
関
す
る
検
討
会
が
、
就

業
経
験
10
年
以
上
の
准
看
護
婦
・
士

を
対
象
に
5
年
に
限
っ
た
特
別
措
置

と
し
て
、
看
護
婦
・
士
へ
の
移
行
教

育
を
行
う
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
ま

し
た
が
、
3
年
近
く
経
過
し
た
現
在

も
、
実
施
時
期
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
旧
厚
生
省
実
施
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
73
・
2
％
の
准
看
護

婦
が
移
行
教
育
を
希
望
し
て
お
り
、

早
期
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
准
看
護
師
の
移
行
教
育
の
早
期

と
そ
の
後
の
公
設
秘
書
の
逮
捕
な
ど
、

国
民
の
政
治
に
対
す
る
信
頼
を
著
し

く
損
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
議
員
に
対
す
る
疑
惑
は

外
務
省
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
省

庁
横
断
的
な
様
相
を
帯
び
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疑
惑
は
、
国
民
の
国
政

に
対
す
る
信
頼
を
根
本
か
ら
裏
切
る

も
の
で
あ
り
、
同
議
員
は
、
真
摯

し
ん
し
な

態
度
で
み
ず
か
ら
の
疑
惑
を
解
明
し
、

そ
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
日
に
至

る
も
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
説

明
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
責
任
も
明

確
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
鈴
木
宗
男

議
員
に
政
治
的
、
道
義
的
責
任
を
と

り
議
員
を
辞
職
す
る
こ
と
を
求
め
、

同
議
員
に
対
す
る
徹
底
し
た
疑
惑
の

解
明
を
行
い
、
国
民
の
政
治
不
信
が

一
掃
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
衆
議
院
議
長
あ

て

意
見
書
と
は
、
市
な
ど
地
方
公
共

団
体
の
公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を

ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
庁

に
意
見
と
し
て
提
出
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ド

ン

・

キ

ホ

ー

テ

小
平
小
川
東
町
店
の
出
店

（陳情）

鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に

対
す
る
疑
惑
解
明
と

議
員
辞
職
を
求
め
る
意
見
書

准
看
護
師
の
看
護
師
へ
の

移
行
教
育
の
早
期
実
施
を

求

め

る

意

見

書

今
、
学
校
で
は
学
級
崩
壊
、
不
登

校
、
い
じ
め
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
未
来
に
向
か
う
子
ど
も
た

ち
の
問
題
は
、
日
本
社
会
全
体
の
問

題
で
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
の
し
つ

け
や
教
師
の
能
力
の
問
題
な
ど
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的

な
解
決
策
を
早
急
に
示
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
の
中
の
急
速

な
変
化
の
中
で
、
学
級
の
定
数
は
40

人
の
ま
ま
20
年
以
上
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
保
育
園
や
幼
稚
園
で
は
少
人

数
で
生
活
し
て
き
た
の
に
、
小
学
校

入
学
と
同
時
に
40
人
学
級
に
入
れ
ら

れ
る
た
め
、
子
ど
も
は
授
業
に
集
中

で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
教
師

実
施
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て

《
小
学
校
3
年
生
》

〇
6
月
13
日
　
学
園
東
小
77
人

〇
6
月
18
日
　
七
小
156
人

〇
6
月
28
日
　
十
一
小
104
人

の
目
が
行
き
届
き
、
き
め
細
か
な
指

導
が
で
き
る
よ
う
、
学
級
の
定
数
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

昨
年
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の

学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準

に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
、

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
必
要
と

認
め
る
場
合
に
は
、
国
の
基
準
を
下

回
る
学
級
編
制
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
14
年
4
月
か
ら
、
16
以
上

の
県
の
一
部
の
学
年
で
少
人
数
学
級

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
育
つ
場
を
改
善
す
る
こ
と

は
急
務
で
あ
り
、
重
要
な
課
題
で
す
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

東
京
都
で
も
一
刻
も
早
く
少
人
数
の

学
級
編
制
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま

す
。
ま
た
国
に
お
い
て
は
、
各
自
治

体
で
少
人
数
学
級
編
制
を
実
施
し
や

す
く
す
る
た
め
の
支
援
を
求
め
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財

務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
東
京
都

知
事
、
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
長

あ
て

夏
の
日
差
し
に
映
え
る
木
々
の
緑

が
ま
ぶ
し
い
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
様

と
議
会
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

市
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
187
―
8701
小
平
市
小
川
町
二
丁
目

1
3
3
3
番
地

議
会
報
編
集
委
員
会

小
平
市
議
会
事
務
局

1
0
4
2
（
3
4
6
）
9
5
6
6

5
0
4
2
（
3
4
6
）
9
5
6
7

少

人

数

学

級

の

実

現

を

求

め

る

意

見

書

6月定例会では、議員提出議案の
可決により、3件の意見書を関係機
関へ送付しました。（要旨掲載）

意　意　見　書 意　　見　意　見　書 　見　　書意　見　書 　書 

あ
と
が
き

議
場
見
学

8月19日（月） 総務委員会
請願・陳情締め切り（午前中）

8月20日（火） 生活文教委員会
8月21日（水） 厚生委員会
8月22日（木） 建設委員会
9月 2日（月） 9月定例会本会議（初日）
9月 3日（火） 9月定例会本会議（代表質問）
9月 4日（水） 9月定例会本会議（一般質問）
9月 5日（木） 9月定例会本会議（一般質問）
9月 6日（金） 9月定例会本会議（一般質問）
9月10日（火） 総務委員会
9月11日（水） 生活文教委員会
9月12日（木） 厚生委員会

請願・陳情締め切り（午前中）
9月13日（金） 建設委員会
9月17日（火） 都市基盤整備調査特別委員会
9月18日（水） 公共交通網整備調査特別委員会
9月26日（木） 9月定例会本会議（最終日）

今後の市議会の日程（予定）
開会時刻は原則として午前9時、場所は市役所7階

小平市ホームページ内の市議会のページをご利用ください。小平市ホームページアドレス http://www.city.kodaira.tokyo.jp

マメ科アカシア属フサアカシア（花小金井五丁目）

請願・陳情を提出するには 請願・陳情を提出するには 請願・陳情を提出するには 請願・陳情を提出するには 

件  名 ○○○○○○について 

請願（陳情）理由 

 請願（陳情）事項 

 紹介議員 

 

氏　名 

請願（陳情）者 

 

住　所 
団体名 
氏　名 
電話番号 
 

年　　月　　日 

小平市議会議長 　殿 

1. 
2. 
3.

署　　名　　簿 

住　　　　所 氏　 名  印 

〈書式例〉 ※道路、建物など場所に関するものは、案内図をつけてください。 

外○人 印 

印 

署名簿は、請願（陳情）書と 
一体（ひとつづき）にしてく 
ださい。 
署名は、住所・氏名・押印 
（拇印も可）が必要です。 

請願には、紹介議員
の署名または記名押
印が必要です。 

件名は、 
「○○○について」
と記入してください。 

請願（陳情）理由、請
願（陳情）事項は、な
るべく簡単にわかりや
すく記入してください。 

提出年月日、請願（陳
情）者の住所、団体名
（あれば）、氏名、電
話番号を記入し、押
印してください。 

市民の皆さんが、市政などについて直接市議会に要望できる制度として、
請願と陳情があります。議員の紹介があるものを請願、ないものを陳情とい
います。小平市議会では、原則として陳情は文書の配付のみとなります。

◆受付◆
・市役所7階の議会事務局で受け付けしています。郵送での受け付けはしま
せん。
・定例会ごとの受け付けの締め切りについては、上記の「今後の市議会の
日程（予定）」をご覧ください。


